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○ 鶏卵生産者経営安定対策事業加入生産者５９３名に調査をおこなった。

調査方法は、アンケート用紙を郵送し、FAX・郵送にて回収した。

○ 調査項目

たまごの生産・出荷計画、販売状況等

飼養状況（ひなの導入、誘導換羽、成鶏更新参加）

今後の予定（飼養羽数の増減、販売先の計画）

○ 回収：２５７名（回収率：４３％）

全 国２５７名(100％）

［５万羽未満：９１名、５～１０万羽未満：４２名、１０～５０万羽未満：９３名、５０万羽以上：３１名]

東日本１３８名(５４％）

［５万羽未満：３８名、５～１０万羽未満：２８名、１０～５０万羽未満：５３名、５０万羽以上：１９名]

西日本１１９名(４６％）

［５万羽未満：５３名、５～１０万羽未満：１４名、１０～５０万羽未満：４０名、５０万羽以上：１２名]

アンケート調査の概要

１ アンケート回収状況

※ 本調査は、令和５年10月２１日から実施しており、今後の需給の動向により、意向に変化が生じる可能性があることに留意
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○ 生産・出荷計画について、 全国の飼養規模全体では、「四半期ごと」が16％、「半年ごと」が１6％、「１年ごと」が57％、「２年以上」は１1％、の回答と

なった。

○ 地域別では、西日本のほうが「四半期ごと」および「半年ごと」の割合が高く、東日本よりも短期で計画を立てている回答になった。

２ 生産・出荷販売の計画
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３ ひなの導入予定

○ 年間導入回数は、全国平均６.０回（東日本平均６．７回、西日本平均５．６回）の回答となった。

ひなの購入予約は、全国平均は導入の１０.９カ月前（東日本平均：導入の１１カ月前、西日本平均：導入の１０．８カ月前）の回答となった。

○ 成鶏の飼養日齢は、全飼養羽数平均６４４日（5万羽未満:６０９日、５～１０万羽未満:６２７日、１０～５０万羽未満:６７０日、５０万羽以上：６９４日）

の回答となった。

○ 成鶏出荷後の空舎期間は、全飼養羽数平均３１.３日（５万羽未満:３３．５日、５～１０万羽未満:３２日、１０～５０万羽未満:２９.８日、５０万羽以上：

２８２日）の回答となった。

⑴年 間 導 入 回 数 ：全国平均：６.０回（最大６０回～最小１回）

①東日本平均：６.７回（４１回～１回）

②西日本平均：５.６回（６０回～１回）

⑵ひなの購入予約：全国平均：導入の１０.９か月前（最大２４か月～最小１か月）

①東日本平均：導入の１１か月前（２４か月～３か月）

②西日本平均：導入の１０.８か月前（２４か月～１か月）

⑶成 鶏 の 飼 養 日 齢：全飼養羽数平均６４４日（東日本：６４２日、西日本：６４５日）

①５万羽未満：６０９日（東日本：６０６日、西日本：６０７日）

②５～１０万羽未満：６２７日（東日本：６１８日、西日本：６４４日）

③１０～５０万羽未満：６７０日（東日本：６５８日、西日本：６８６日）

④５０万羽以上：６９４日（東日本７０５日、西日本：６７８日）

⑷成鶏出荷後の空舎期間：全飼養羽数平均３１.３日、

①５万羽未満３３.５日（最大１２０日～最小０日）

②５～１０万羽３２．０日（最大120日～最小３日）

③１０～５０万２９．８日（最大９０日～最小１０日）

④５０万以上２８．２日（最大６０日～最小１４日）
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４ 成鶏の飼養期間と誘導換羽

○ 成鶏の飼養期間は、全国の飼養規模全体の平均では、「誘導換羽をよく実施する」６９６日＞「誘導換羽を時々実施する」６８０日＞「誘導換羽を

実施 しない」５４６日の回答となった。

○ 誘導換羽の実施状況は、全国の飼養規模全体では、「誘導換羽をよく実施する」３７％、「誘導換羽を時々実施する」９％、「誘導換羽を実施しな

い」 ５５％の回答となった。

また東日本・西日本ともに飼養羽数5万羽未満では、実施しないがそれぞれ７９％・６２％と最も高い割合となった。
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５ 鶏卵の販売価格について[取引方法（現状・今後）、希望通りに価格転嫁できているか]

○ 取引方法は、現状、全国の飼養羽数全体では、相場価格が３３％、固定価格が８％、両方が５９％で、今後増やしたい取引方法は、相場価格が

１９％、固定価格が６８％、両方が３３％となり、飼養羽数別においても、固定を増やしたい意向の回答となった。

○ 価格転嫁については、全国の飼養羽数全体では、「できた」が２２％、「一部できた」が４６％、「全くできていない」が３２％となり、 「できた」および

「一部できた」が全体の６８％を占めた
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　現状については昨年と比べ、増えている、変化なし、減っている　にて表示。

６ 飼養羽数の増減予定

○ 飼養羽数の増減について、全国の飼養規模全体では、「増やす」が、令和６年５％⇒令和７年８％⇒令和８年以降８％の回答となった。一方、

「減らす」は、令和６年１８％⇒令和７年１０％⇒令和８年以降９％で、令和７年以降は「増やす」と「減らす」がほぼ同一割合となりほぼ現状維持

の傾向となった。

○ 飼養規模別では、５０万羽以上で、「増やす」の回答が、令和６年１７％⇒令和７年１３％⇒令和８年以降３０％と、使用羽数規模全体と比較して

高い傾向となった。
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○ テーブルエッグ向け出荷について、全国の飼養規模全体では、「増やす」が令和６年は１８％、令和７年は２８％、令和８年以降が２８％と増加傾向なっ

た一方、「減らす」は令和６年７％⇒令和７年３％⇒令和８年以降４％と減少傾向となった。

〇地域及び飼養規模を問わず、「減らす」は令和６年が、「増やす」は令和８年以降が概ね最も多い回答割合となった。

７ 販売先の計画（テーブルエッグ）
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８ 販売先の計画（加工向け）

○ 加工向けへの出荷について、全国の飼養規模全体では、「増やす」が、令和６年１１％⇒令和７年１４％⇒令和８年以降⇒１４％、「減らす」が令

和６年１７％⇒令和７年度１６％⇒令和８年以降⇒１６％と、全ての年で「増やす」よりも「減らす」が高かった。

○ 飼養規模別では、１０万羽以上の飼養規模において、業務加工用への出荷を「増やす」が、令和６年～令和８年以降の全ての年で１０万羽未

満よりも高い割合を占めた。
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９ 販売先の計画（外食向け）

○ 加工用への出荷について、全国の飼養規模全体では、「増やす」が、令和６年１５％⇒令和７年２３％⇒令和８年以降２１％、「減らす」が令和６年８％

⇒令和７年度４％⇒令和８年以降４％と、全ての年で「増やす」よりも「減らす」が高かった。

○ 飼養規模別では、５０万羽以上において、令和７年以降で「減らす」の回答はなかった。
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10 販売先の計画（輸出向け）

○ 輸出向け出荷について、全国の飼養規模全体では、「増やす」が令和６年１％⇒令和７年１４％⇒令和８年以降１６％と、将来的に輸出を増加させる

意向が多い回答だった。

○ 飼養規模別では、１０万羽未満では、概ね「増やす」よりも「減らす」の割合が高かった。
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